
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

キッズアカデミー保育園   ２０2１・5月号 

 

生活リズムを整えよう！ 

正しい生活リズムを身に付け、健康な体をつくりましょう。 

早寝早起きをしよう 
睡眠は、脳や体の発育も促す大切な時間です。夜は９時
頃までに眠り、朝は７時頃までに起きられるように習慣
付けましょう。 

ご飯はしっかり食べよう 
朝ご飯を食べると体が目覚め、その日１日を元気に過
ごせます。朝ご飯はよくかんで、しっかり食べるよう
に促しましょう。 

うんちは出たかな？ 
朝ご飯を食べると腸の動きが活発になり、排便しやすく
なります。朝ご飯の後はトイレに座る時間をつくりまし
ょう。 

歯科検診…5月 18日(火)１４：３０～ 

内科検診…5月 21日(金)１４：００～ 

 

※なるべくお休みすることなく、受診をお願い致します。 

欠席する場合は、検診が始まる時間に来て頂けると助かります。

よろしくお願い致します。 

熱がある時は、水分補給を十分に行いましょう。また、喉の
痛みがあるため、熱い物や刺激物、柑橘系の果物は避けまし
ょう。回復後、まれに急性腎炎やリウマチ熱にかかることが
あります。症状が消えても、医師の指示があるまでは、薬の
服用をやめないようにしましょう。 

溶連菌（ようれんきん）感染症とは、溶血性連鎖
球菌という細菌による感染症で、喉の痛みを伴
う咽頭炎の２割程度がこの菌が原因と言われて
います。５～10歳くらいまでの子どもがかかり
やすく、発熱で気付かれることが多く、咳やくし
ゃみなどでうつります。 

溶連菌 
感染症 

２～５日の潜伏期間の後、喉の痛み
や、扁桃腺が腫れる症状から始まり、
頭痛、体のだるさなど、かぜの症状と
同時に 38～39℃の高熱が出ます。発
熱から２～３日経つと、首や胸、手首、
足首に粟粒状の発疹が現れて強いか
ゆみを伴い、やがて全身に広がりま
す。同時に、舌にイチゴ状の小さくて
赤いブツブツとした発疹が現れます。 

溶連菌感染症と診断されたら、抗
生物質を 10 日から２週間程服用
します。早い時期から服用する程、
治療効果があると言われていま
す。発症から５日程経つと、熱も
下がり、発疹や喉の痛みも治まり
ます。予防には、手洗い・うがいが
基本です。 

５月のイヤイヤ期 
５月は、４月からの環境の変化などにより、疲れが溜まり、眠れない、起
きられない、食欲がない、イライラする、無気力などの症状が見られるこ
とがあります。ひどくなると、外出や登園もしたくなくなります。 

 ５月のイヤイヤ期の脱出法は？ 
・のんびりお風呂に入って心と体の疲れを取る 
・たくさん体を動かして元気よく遊ぶ 
・睡眠時間をしっかりとる 
・３食しっかり食べる 


